
 

 

     

新型コロナウイルスの影響で 

マスク不足となっている現在 

コーヒーフィルターや布を使って手作りの 

マスクを作りました。布を縫い合わせたり 

ワンポイントのマークをつけて作り上げました 

 

 

 

 

 

  

           大きな布を協力して切っていき 

           縫い合わせる作業を行いました 

           どのような作品ができるかはお楽しみに！ 



 

機能維持の一環としてラジオ体操や 
牛乳パックジェンガなどに取り組んでいます 
外にはまだ出られませんが室内でもできる 
運動を毎日行っています 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

『９６歳の婦長さん』 

わたしが、特別養護老人ホームの寮父時代にお世話になった看護師（当時は婦長）さんがい
ます。当時は、看護と介護の間で、お互いの正しさばかり主張して、なかなか折り合いがつか
ないことだらけで、ことある毎に衝突していました。衝突の要因は、それぞれの持つ専門性の主
張でした。 
 しかし、話し合いの繰り返しの結果、次第に焦点を自分たちの専門性の主張ではなく、お爺
さんお婆さんにとって何がベストなのか目的に、それぞれの専門性をどう発揮していこうかに焦
点を当てて話をしてゆくと、お互いの実際の看護や介護がうまくかみ合うように変わっていきま
した。その方にとって、とてもいい感じになっていったのを覚えています。 
 その基本となったのが、どこに焦点を合わせるかでした。人はそれを目標、目的、到達点、
目指す方向、理念などなどと様々に表現されますが、その本質は、今目の前にいる方の“生き
る幸せ”にどう応じるかだと思いました。そしてお互いの仕事の目的を共有することで、互いの
人格を尊重する関係へと繋がっていったのです。 
 その婦長さんは、今現在、９６歳で現役の看護師さんとして、デイサービスセンターで利用
者様の健康をチェックするなどの仕事をしています。凄いです。僕は尊敬を通り越して、神様だ
と思っています。わたしの「人」としてのお手本は婦長さんです。 
 わたしたちは、パズルのピースのひとつです。それぞれがそれぞれの場所で輝くように生きる
ことではないでしょうか。わたしたちの前にはいろんな壁が立ちはだかります。でもどの壁も「お
互いに補い合うことで乗り越えられる壁」ばかりです。きっとわたしたちは、この壁に立ち向かえ
られるように、バラバラな形をしているのだと思います。お互いの穴や凹みを補えるように。 
 

                                       感謝 

                           ア  ウ  ル   宮  崎  直  人 


